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中国の体制に を得まい．このことが巴代交代、つ ・て、一種の儒教的国家家父長体制下

大蛮動の可能性も ： まり郡小平、陳雲、槻尚昆ら革命第 ： の権威主義によるテイク・オフを図
一世代箔導者の退湯という問題とも ： り、やがてさき日の李登輝民主体制に

湾岸戦争後の世界の焦点は、再び ：絡んで中国に大きな変化をもたらす ： 移行していったのである．このこと
アジアに移行するのではなかろう ： にちがいない．ことによると、香港 ： l広いわば偶数回な父子権力継承の
か．ここ 1 、21:手の世界の歴史は、 が中国に返還される199？年ワ月1日 ： 家父長的体制の中で考えると、 意外
その深部の潮流が決定的に変化し ： 以前に中国の共産党政権の方が大き ： に箆抗怒がないわけで、ちょうど同

・ ．

た．そうした中で、脱冷戦と脱社会 ： く動倍するかもしれない． ： じことを舎の北朝鮮は、金日成から
主義を墓砲とした、その残務澄理と ：北朝鮮はいう課題がアジアには依然として存 ：「台湾化 を目指す？在しているからである． 」

金正日への親子の権力継承として考
えているのではないか．

そして、北朝鮮自身、対立する強
なぜならば、東欧社会主義の崩察、 中国の動指は、北朝鮮にも大きな ： 国がソ連と圏実を担自立し、中国と｝妄

ソ逮体制解体への動きにもかかわら ： インパクトを与えずにはおくまい． 近するということにな．ると、逆に台
ず、アジアには中園、北朝鮮などの ： 今回、金日成狼裁体制下で政治的に ：朝関係という、従来予忽もしないよ
社会主義諸国が残っており、 また、 ： は超安定状慾にあるかに見える北朝 ： うな新しい国際関係がアジアに登場

－ ．

ヨーロッパのような安全保障システ ： 鮮は、国際的孤立化の中でいよいよ ： することも考えられよう．舎から10
ムが確立する共通基!:illに欠けている ・ 日本や米国など西側諸国との交流を ・2手前に、 ソ鑓関係とか、 中砲関係と
からである．したがって．齢社会主 ： 余儀なくされており、こうして西側 ： いうアジアの国際関係を．多くの人

－ ．

義化と脱冷戦がこのままアジアの平 ： の情報ネットワークの中に徐々に組 ： は予潟できなかったのであって、 今
犯と安全には直結しないという問題 ・み込まれていかざるを得ない．その ・目、 アジアの事態は、 この点でも大
が箔！脅されねばならない． ことが、 チユチユ（主体）思想に墓 ： きく動いているのだと言わざるを得

もっとも、1989:1:手4月は来の中国 ： づく北朝鮮の一極狼符の社会主義体 ： ない．
の民主化運動は、悲創的な6・4天 ：叶ーぞれは社会主毅というよりは ポスト郡小平をめぐる安門事件をmいたのだが、逆に考え ： 「偶数的権威主義体制」と言えよう 政権の行方ると、中国のようにはなリたくない ・ーーを娼り崩していくことになるの
という合意がルーマニア以外の東欧 ： ではないか． 周知のように、 天安門事件に先立
諸国には存在したのであリ、そのこ 私lま昨年（＇90年）5月、日本国 つ民主化運動の高織と、遡紫陽総
とが東欧諸国の急激な脱社会主義化 ・際政治学会東アジア分科会お朝団長 記（当隠）らの改革派活導者の反�B
をもたらしたともきえなくはない． ： として初めて平獲をおれたが．北朝 小平・反李鵬的立窃への転店主に際
この点では、 中国の悲劇カ今夜欧を救 ： 鮮は、チュチュ思想、 金日成崇停を し、＇89:1:手5月20日に北京に発令さ
ったともきえよう． 中心とするー穫の新興宗教国家だと れた戒厳令は‘’901:f:1 月11日に解

その中国の民主化運動から始まっ ： いう感じを強く受けた．この北朝鮮 除されたが‘天安門事E件以後に成立
た社会主緩解体への動きtct. ユーラ ・ のハードな政治システムは、北朝鮮 した江沢民総包記の下での党中央j旨
シア大陸を一巡して、中国の隣のモ ： の 「ルーマニア｛ヒ」を回避しようと 導部には新 たな亀裂も生じつつあ
ンゴルにまで及んできてUる．それ ： するならば、 やがて「台湾化Jを志 る．李鶴首相と江沢民の対立、江沢
だけに中国も、 合後盟主年間のうちに ： 向することによってしか、当面の打 民と李瑞環環母宅政治局常務委員の対
tel:.脱社会主義化の圧力と．日本を ： 闘の方法がないようにも感じられ 立、また．この春の全国人民代表大
はじめ磁圏、台湾、 香港． シンガポ ： た．つまり、台湾もかつては大変厳 会（第ワ期第4回会議）で副首相に
ールなど 「儒教文化!mJの活力ある ： しい袴介石狼裁体制下にあったので 新任した前上海市長・朱m墓らの強
経済によって、大陸沿岸から徐々に ： あって、それを包らの実子である長 権的体制内改革派と李pらの保守派
社会主義体制が侵食されていかざる ： 男の諸経国に譲り渡すことによっ との対立が深刻化しつつある兆候も
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ある．天安門事件の主役を担った人
民解放軍に関しては、将司尚匡国家主
席兼党中央軍事委員会第1ill主席と
実�の傷臼；水軍総政治8ll主任兼党中
央軍事委員会谷容長による燭一家の
リーダーシップが強まっており、 こ
のことへの軍内部の反発も予想され
る．

こうした政治・軍事上の緊張の中
で、 中国経済の低迷が続き、工・農
業生産ともにふるわず、＇90年から
対 外累謂債務の大憾な返済（年間
100億ドル）を迫られるなど‘ 経済
環持軍も決してよくない． このような
社会・経済環境の中で、各地の公害
は自に余るものがあり、 エネルギー
源の70パーセント以上を石炭に依存
していることもあって、C02問題、
E主性雨問題などが深刻化している．
そしてその139は、日本にも及びつ
つある．

一方、ひとりつ子政策にもかかわ
らず、泡大を続ける人口圧力の下で、
窓近では、潜在失業人口に相当する
約1億の人口移動（「盲流」現象）
がj雀定されている．こうした状況の
中で、中国の｝旨導者は‘ 天安門事件
がIBいた国際的孤立を湾岸戦争を奇
貨として乗り切り、・91�手5月中旬
の江沢民総密記mソによる34年ぶ り
の中ソ両共産党首脳会総に見られた
ように、中ソj妾近によって米国の「窃

民主化を求める人4の制いを象徴して天
安門広治に「民主の女神Jカ澄.！§した

権主義」に対抗しようとする姿努を
示し始めている．一方では、改革、
開放の政策をさき後も続けると主張し
ているが、民主化抑圧の強権政治と
改革・関TIJ.の政策との悶には復本的
な矛盾があり、いずれにせよ、 ポス
トHllJJI平跨代の媛近とともに、 中国
情努はなお予断を訴さない段階にあ
ると言えよう．

大きく蛮わった
中国と台湾の関係

ところで、湾岸戦争が終わってみ
ると、わが国の近くに、 一旦緩急あ
れば、その重大性はペルシャ湾の比
ではない台湾海鮫をはさんで、この
ところきわめて重要な一連の動きが
あったことに気づかされる．

そのひとつlet.・90年12月に中国
で江沢民中国共産党総魯記、 李鵬首
栂らが出席した全国対台湾工作会扱
が関かれ、湯尚昆国家主席が重要弱
話を行って、中国の当面の台湾政策
が包活的に打ち出されたことであ
る．中国側let. 香港、マカオが返還
される1990�手代こそ「祖国統一事業
の重要な際局」だと位置づけ、 硬軟
南僚の立場から、 河台湾政策を積極
的に縫し進めることを決定してい
る．

一方‘台湾側では、 同じ鰐期に李
登輝総統の�導下で飼かれた総統府
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�間際関・国家統一委員会が提案し
た「国家統一綱領草案」が＇911F2
月下旬に採択され、民主、 自由、勾
富に基づく中包の統ーという、まさ
に「現代の三民主義」の方針を打ち
出した．台湾側はさらに‘この4月
下旬、台北で閲かれた国民大会題跨
大会で、＇48年以来憲法の付属条項
として定められていた「中国敵国条
項」を廃止し、 中台関係に歴史的転
!.tiが画されることになった．こうし
た台湾側の着実な政治的足どりは、
周知のような台湾経済の世界的地位
の確立とともに、中国側のあせりと
苛立ちを促していることは否めな
L、．

'90�手1年間に台湾から大陸ヘ渡
った民衆は約100万人にも上ると見
られているが、これらの交涜によっ
て初心両面にわたり台湾の彫警が及
ぶことから生ずる「台湾崇樗」思想
の到Eを愚近の中国が強調山る ！
のは、 こうした中国の立場の反映か
らにほかならない．

中台関係lふこうして舎や・70年
代初頭の米中i妥近、日台断�の頃と
大きく変わって、台湾側の優位の上
に動いている．結局、自由市場経済・
民主体制と社会主義体制との大きな
差が、いよいよ決定問になってきた
ときえるのではなかろうか．

（なかじま みねお）
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